
北陸工芸の祭典「GO FOR KOGEI 2021 」詳細情報が公開
「工芸の時代、新しい日常」をテーマに2つの大型特別展を、5会場で45日間同時開催。

46組の作家・ディレクター・職人による“現代アート化する工芸”と“デザイン化する工芸”を紹介。

2 0 2 1 年 7 月 2 8 日
北陸工芸プラットフォーム実行委員会

PRESS RELEASE
報道関係者各位

牟⽥ 陽日《Awakening》2021

タイトル 北陸工芸の祭典「GO FOR KOGEI 2021」

テーマ 工芸の時代、新しい日常

展覧会名 特別展Ⅰ 工芸的な美しさの行方 工芸、現代アート、アール・ブリュット
特別展Ⅱ 工芸×Design 13人のディレクターが描く工芸のある暮らしの姿

コア会期 2021年9月10日（金）～10月24日（日）

休場日 特別展Ⅰ なし
特別展Ⅱ 火曜（9月14日,21日,28日,10月5日,12日,19日）

開場時間 特別展Ⅰ 9:00-16:00 (那谷寺のみ9:15～)
特別展Ⅱ 11:00-19:00 

会場 特別展Ⅰ 勝興寺（富山県高岡市伏木古国府17番1号）
那谷寺（石川県小松市那谷町ユ122）
大瀧神社・岡太神社（福井県越前市大滝町13-1）

特別展Ⅱ sklo（石川県金沢市香林坊2丁目12-38）
Noetica（石川県金沢市下本多町6番丁40-1 ２階）

料金 共通パスポート 当日 3,000円 前売り 2,500円 *5会場入場可 *スタンプラリー参加特典 他

特別展Ⅰ 勝興寺 1,200円 那谷寺 800円 大瀧神社・岡太神社 500円
特別展Ⅱ sklo + Noetica 1000円 *2会場入場可

チケット購入 https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02x9wkepers11.html からご購入いただけます。

主催 北陸工芸プラットフォーム実行委員会、文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会
主管 認定NPO法人趣都金澤
共催 金沢21世紀工芸祭実行委員会、クタニズム実行委員会、ガラスフェスタ（富山ガラス工房）

高岡クラフト市場街実行委員会、RENEW実行委員会、クラフトフェス実行委員会

※価格は全て税込価格です。

https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02x9wkepers11.html


特別展Ⅰ 工芸的な美しさの行方 工芸、現代アート、アール・ブリュット

2012年に金沢21世紀美術館において本展キュレーターである秋元雄史がキュレーションした

「工芸未来派」で見せた現代アート化する工芸を深化、発展させ、さらに現代アートとアールブ

リュットを加え、より広域化し、多様化した今日のアートとして紹介すると同時に、その三者が

織りなす創造的な時間と空間を、富山、石川、福井の重要文化財指定の歴史的建造物において45

日間同時に展開する、初めての試みとなります。

展覧会の特徴

工芸、現代アート、アールブリュットの世界で活躍する若手
から実力派までの多様な20名のアーティストが参加

本展覧会では、工芸を中⼼に現代アート、アール・ブリュットの領
域で活躍する若手から実力派までの総勢20名の作品を展示します。
3つのカテゴリーを素材とその関わり（技法、反技法、非技法を含
む）を通して捉え直し、かつ作家を幅広いキャリアと年齢層で構成
して、新しい価値や方法から成る創造的な表現活動として本展で紹
介します。

技術力から解き放たれた工芸の新たな価値評価を
提示

本展覧会では、「素材と関わり」という視点から技術
を見直し、工芸において価値が高いと考えられる高度
な職人技術と、反技術や非技術といった対照的な視点
を併置し、それらが織り成す手法の多様な広がりを、
それぞれ固有の表現として捉え直していきます。

文化財空間に呼応した工芸の概念を超える
スケールの大きな展示

今回の会場となる勝興寺、那谷寺、大瀧神社・岡太神
社は、地域の歴史や⾵⼟をあらわす場所で、いずれも
文化財指定を受けた歴史的建造物です。建築空間に対
応した新作を含む総勢20名のアート作品が大きなス
ケールで設置されて、場所と作品との間でいきいきと
した関係を構築していきます。

四代 ⽥辺 竹雲斎《CONNECTION -GODAI-》2019 Photo: MINAMOTO Tadayuki

牟⽥ 陽日 《Awakening》2021

キュレーター 秋元雄史 東京藝術大学名誉教授、練馬区立美術館館長
会場設計 周防貴之 建築家

山際 正己 Photo：WATANABE Osamu



勝興寺（富山県高岡市）での出品作家

勝興寺
日本海の沿岸部、富山県高岡市伏木古国府に位置する浄⼟真宗本願寺派の寺院。約
30,000㎡の広大な境内には、本堂をはじめとする、12棟の建造物が重要文化財に指定
されています。「平成の大修理」として23年をかけて行われた保存修理事業が2021年
に完了し、本展は大修理後初の大規模な展覧会として、大広間、式台、台所などの重
要文化財の内部や、本堂をつなぐ渡り廊下及び境内の広大なエリアで展開されます。

⻘⽊ 千絵
Photo :Hyogo MUGYUDA

Courtesy of SPIRAL / Wacoal Art Center 

伊藤 慶二 須藤 玲子
Courtesy of CHAT

(Centre for Heritage, Arts and Textile)

⽥中 乃理子
Photo :SHIMOKA Yasuhiro

中⽥ 真裕

中村 卓夫
Photo :OKAMURA Kichiro

nui project  (しょうぶ学園)
Photo :nui project（Shobu）

⼋⽥ 豊
Photo :KUSAKI Takateru

山際 正己
Photo：WATANABE Osamu

横山 翔平

四代 ⽥辺 ⽵雲斎
Photo :  MINAMOTO Tadayuki

特別展Ⅰ出品作家

青木千絵、伊藤慶二、九代岩野市兵衛、沖潤子、金重有邦、桑⽥卓郎、神代良明、佐々木類、澤⽥真一、
nui project（しょうぶ学園）、須藤玲子、⽥中信行、⽥中乃理子、四代⽥辺竹雲斎、中⽥真裕、中村卓夫、
八⽥豊、牟⽥陽日、山際正己、横山翔平（五十音順）



沖 潤子
Courtesy of KOSAKU KANECHIKA

Photo：KIOKU Keizo

⽥中 信行
Photo: SUEMASA Mareo

Courtesy: 21st Century Museum of Contemporary Art, Kanazawa

佐々⽊ 類
Photo: Kurt Rodahl Hoppe

澤⽥ 真⼀神代 良明

大瀧神社・岡太神社
深い山に囲まれた越前和紙の工房が軒を連ねる福
井県越前市に位置し、全国で唯一“紙の神様”を祀
る神社です。山の頂にある上宮（奥の院）とその
ふもとに建つ下宮からなっており、下宮は唐破⾵
と千鳥破⾵のそれぞれの屋根が連続する神社本殿
としては最も複雑な屋根形態を持つ建物であると
されいます。本展は、下宮の境内及び上宮に続く
エリアで展開されます。

九代 岩野市兵衛
Photo: UEDA Shota

Courtesy of Imadate Art Field

桑⽥ 卓郎
Photo: ICHIKAWA Yasushi

牟⽥ 陽日

金重 有邦
Photo: KIMURA Yoichi

那谷寺（石川県小松市）での出品作家

那谷寺
九谷焼の陶石が採れる白山の麓に位置する石川県小松市の仏教寺
院。広い境内は奇岩遊仙境と称され、紅葉狩りの名所でもありま
す。岩窟内に造られた本殿など7つの重要文化財と2箇所の名勝が
あり、本展は特別拝観エリアに位置する『書院』と言われる江戸
時代初期の書院建築の姿を現在に伝える貴重な建造物の中と、庭
園に位置する茶室『了了庵』の中において行われます。

大瀧神社・岡太神社（福井県越前市）での出品作家



特別展Ⅱ 工芸×Design 13人のディレクターが描く工芸のある暮らしの姿

13名のディレクターと13組の工芸作家や職人、生産者がチームを組んで、新たなプロダクトや活用
例を生み出していくプロジェクト型の展覧会です。現在、名作と言われている優れた工芸品やデザ
イン・プロダクトの数々が誕生した日本の戦後の復興、経済成長期には、社会の発展と需要に応じ
て工芸とデザインが創造的に関係しながら豊かなものづくりを行っていました。本展はこの時代の
ものづくりに倣い、カテゴリーを越えた豊かな交流から工芸とデザインの可能性を追求していきま
す。展示では完成したプロトタイプのほか、アイデア・ノートやスケッチなど制作プロセスを辿れ
るドキュメントも公開します。

展覧会の特徴

各界で活躍する13名のディレクターと、地域の伝統工芸を担う職人
や個性的な工芸作家、生産者がチームを結成。

ディレクターと協働するつくり手は、石川県の九谷焼、福井の越前和紙、富
山の金工やガラスなど⼟地の特色ともいえる産業を担う職人たちや、個人で
技術研鑽や造形表現を続けてきた作家たちです。一言で工芸といっても多様
な在り方がありますが、需要の変化やテクノロジーの進歩にあわせて工芸の
世界でもさまざまな技術革新が行われています。一方で古来の技法や様式を
継承していくことを重要な使命とする考えもあります。このように、様々な
背景を持つ現代のつくり手ならではの高度な技術と蓄積された知恵や経験
で、手に取りたくなるプロダクトを生み出してくれることでしょう。

マーケティングに依らない、暮らしにこだわる個人の視点から
「こんなものがあったらいいな」と思う生活道具を提案。

今回ディレクターを担当するのは、デザインやファッション、広告、映像のプ
ロフェッショナル、医療や書店運営を軸足にしながら独自の文化活動をされて
いる方々、あるいは同じ工芸の世界でまさに活躍中といった多彩な面々です。
クリエイティブな視点を持った彼らが北陸の工芸や人から着想を得て、暮らし
の中で必要とされ愛着が持てるものをデザインし、純粋に「こんなものがあっ
たらいいな」「このように使いたいな」と感じたものをプロダクト化していき
ます。

スケッチ《獅子の置物》
中村弘峰（人形師）

⽊⽥製陶（九谷焼窯元）
Courtesy of Nakamura Ningyo

イメージコラージュ《組紐ギターストラップ》
箭内道彦（クリエイティブディレクター）

東節子（組紐作家）
Courtesy of Yanai Michihiko

デザインを担うディレクターと、ものづくりを担うつくり手の交流の
プロセスも紹介。デザイン的思考と工芸素材・技術、美意識が交わる
先に見えるもの。

環境や社会の持続可能性への理解が深まる現代において、製品の開発プロセス
やその使い道についても見直されています。本展で発表されるプロトタイプは
商品化して販売していく計画です。ここで目指すのは、最小単位から立ち上が
るものづくりのあり方であり、大多数をターゲットにした製品とは一線を画す
ものです。工芸の生産力は大量生産には向いていませんが、適切な量を高い品
質で届ける手工業のよさを、暮らしにこだわりを求める人々にぜひ手に取って
実感してもらいたいと考えています。工芸が持続可能な産業として発展してい
けるよう、時代にあったニーズを喚起する機会にしたいと考えています。

キュレーター 秋元雄史 東京藝術大学名誉教授、練馬区立美術館館長
会場設計 周防貴之 建築家



鏧 子 の 音 色
稲 葉 俊 郎 （ 医 師 ）
シ マ タ ニ 昇 龍 工 房 （ 鏧 子 ）

灯 を 持 ち 運 ぶ 箱
鬼 木 孝 一 郎 （ 建 築 家 ）
竹 俣 勇 壱 （ 彫 金 師 ）

印 判 手 再 考
s e c c a （ ク リ エ イ テ ィ ブ コ レ ク テ ィ ブ ）

山 近 ス ク リ ー ン
（ 陶 磁 器 用 ス ク リ ー ン 印 刷 ）

使 い や す く 美 し い
す き 焼 き 鍋
中 ⽥ 英 寿 （ J a p a n  C r a f t  S a k e  
C o m p a n y 代 表 ）
坂 井 直 樹 （ 金 工 作 家 ）

陶 磁 置 物 の 定 番 「 獅 子 」
を ア ッ プ デ ー ト
中 村 弘 峰 （ 人 形 師 ）
木 ⽥ 製 陶 （ 九 谷 焼 窯 元 ）

花 坂 陶 石 の 器
原 研 哉 （ デ ザ イ ナ ー ）
谷 口 製 ⼟ 所
（ 陶 磁 用 粘 ⼟ 製 造 ）

ヨ ー ロ ッ パ の 日 常 の 器
ブ ラ イ ア ン ・ ケ ネ デ ィ
（ キ ュ レ ー タ ー ）
中 ⽥ 雅 巳 （ 陶 芸 家 ）

和 紙 の 新 し い 壁 紙
細 尾 真 孝 （ 細 尾 代 表 西 陣 織 ）
滝 製 紙 所 （ 越 前 和 紙 ）

欠 片 が 濾 過 す る 光 の 境 界
皆 川 明 （ フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ
ナ ー m i n ä p e r h o n e n ）
ピ ー タ ー ・ ア イ ビ ー
（ ガ ラ ス 作 家 ）

紙 服
森 岡 督 行 （ 森 岡 書 店 店 主 ）
長 ⽥ 製 紙 所 （ 越 前 和 紙 ）

あ つ ま る と 楽 し い 器
森 義 隆 （ 映 画 監 督 ）
富 山 ガ ラ ス 工 房

組 紐 ギ タ ー ス ト ラ ッ プ
箭 内 道 彦
（ ク リ エ イ テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー ）
東 節 子 （ 組 紐 作 家 ）

ス ト リ ー ト ス タ イ ル と 漆
シ ト ウ レ イ （ ス ト リ ー ト ス タ
イ ル フ ォ ト グ ラ フ ァ ー ）
高 橋 悠 眞 （ 漆 作 家 ）
右 ： 高橋悠眞《URUSHI FREAKS》2015

会場1 sklo 会場2  Noetica

特別展Ⅱ 参加チーム

稲葉俊郎×シマタニ昇龍工房、鬼木孝一郎×竹俣勇壱、シトウレイ×高橋悠眞、secca×山近スクリーン、
中⽥英寿×坂井直樹、中村弘峰×木⽥製陶、原研哉×谷口製⼟所、ブライアン・ケネディ×中⽥雅巳、
細尾真孝×滝製紙所、皆川明×ピーター・アイビー、森岡督行×長⽥製紙所、森義隆×富山ガラス工房、
箭内道彦×東節子（五十音順）

参加チームのプロジェクトについて

Photo by Suzuki Shin



北陸には23品目の国指定の伝統的工芸品が存在し、アートからデザインまで、そ

の枠組みを拡げ続ける多くの工房が集積しています。ホクリクで暮らすナビゲー

ターとともに工房をオンラインで訪問し、自宅で過ごす時間を豊かにするヒント

を探ります。配信はGO FOR KOGEIのINSTAGRAM等で行います（無料、訪問先工房

は後日発表）。

ホクリク・スタジオ 自宅ではじめる、工芸のあそび <オンライン開催>

近年北陸では、地場の工芸をアートからデザインの領域に拡げる、地域発の”工芸祭”が展開されてきています。

今回、これらエリア最東の富山市（トヤ）と最西の越前市（エチ）の７つの“工芸祭”をつなぐスタンプラリーを、

はじめて開催します。8月28日から11月28日までの間、7つの”工芸祭”でブースを設置します（設置期間、場所は

下記のとおり）。共通パスポートを購入するとついているスタンプラリー台紙に、3つのスタンプを集めると、

人気工芸作家の生地を用いたGO FOR KOGEI 特製サコッシュを抽選で100名様にプレゼントします。

＜ナビゲーターについて＞

深尾双葉
大学卒業後、器を取り扱う雑貨店にて勤
務。高校時代を過ごした金沢市にて、器と
古道具の店ENIGMEを開店。閉店後は
YouTubeにて暮らしの動画を発信中。

asako
デザイナー。夫と白猫2匹と2LDKのマンショ
ン暮らし。デザイン業のかたわら「hibi hibi」
の名前でなにげない日常を切りとった暮らし
の動画をYouTubeで発信している。

千年未来工藝祭

＜スタンプ設置場所＞
越前市AW-Iスポーツアリーナ内ブース

（福井県越前市高瀬2丁目8-23）
日時：8/28 10:00-18:30 、 8/29 10:00-16:00

入場：無料

KUTANism

＜スタンプ設置場所＞
サイエンスヒルズこまつ (石川県小松市こまつの杜2番地)

日時：9/18-26 9:30-17:00 *KUTANism会期全体は9/18-11/14
入場：500円 *共通パスポート提示で300円

「高雅絢爛展－九谷焼の今－」
名工選「NEXT九谷 vol.Ⅲ」展

高岡クラフト市場街

＜スタンプ設置場所＞
工芸都市高岡クラフト展 会場

（富山県高岡市御旅屋町101番地 御旅屋セリオ）
日時：9/23-26  10:00-18:00

入場：無料

ガラスフェスタ

＜スタンプ設置場所＞
富山ガラス工房

（富山県富山市古沢152番地）
日時：10/2-3 9:00-16:00

入場：無料

RENEW

＜スタンプ設置場所＞
うるしの里会館

(福井県鯖江市西袋町40-1-2)
期間：10/8-10 10:00-17:00

入場：無料

KOGEI Art Fair Kanazawa 2021
＜スタンプ設置場所＞

Hyatt Centric Kanazawa 2F
（石川県金沢市広岡1-5-2  2F）

設置期間：11/26 13:00-19:00 *招待者限定
（スタンプは押印可）

11/27 11:00-19:00、11/28 11:00-18:00
入場：一般 2000円

金沢２１世紀工芸祭

＜スタンプ設置場所＞
金沢アートグミ

（石川県金沢市青草町88番地
北國銀行武蔵ヶ辻支店3階）

設置期間：11/26-28  10:00-18:00 
入場：無料

トヤ・エチ・ラリー 産地でみつける、ホンモノの工芸

※価格は全て税込価格です。



開催概要

タイトル 北陸工芸の祭典「GO FOR KOGEI 2021」

テーマ 工芸の時代、新しい日常

コア会期 2021年9月10日（金）～10月24日（日） ※「トヤ・エチ・ラリー」「ホクリク・スタジオ」は8月28日-11月28日に開催

主催 北陸工芸プラットフォーム実行委員会、文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会

主管 認定NPO法人趣都金澤

共催 金沢21世紀工芸祭実行委員会、クタニズム実行委員会、ガラスフェスタ（富山ガラス工房）、

高岡クラフト市場街実行委員会、RENEW実行委員会、クラフトフェス実行委員会

後援 富山県、石川県、福井県、富山経済同友会、金沢経済同友会、福井経済同友会、

金沢市、金沢青年会議所、ＪＲ西日本、北日本新聞社、福井新聞社

特別協賛 ビーインググループ、マツモトインベストメント株式会社、

三谷産業株式会社、樂翠亭美術館、リバーリトリート雅樂倶

特別協力 富山市、高岡市、能美市、小松市、越前市、北國新聞社

協力 勝興寺、那谷寺、大瀧神社・岡太神社

令和3年度
日本博主催型・共催型プロジェクト

共通パスポートに関して

【 共 通 パ ス ポ ー ト 】

特別展の各会場の入場券がセットになったお得な共通パスポートです。

特典１ 9月9日(木）オープニングイベント配信視聴特典
特典２ トヤ・エチ・ラリー参加特典、抽選で特製サコッシュをプレゼント

当 日 ： 3 , 0 0 0 円 ／ 2 0 2 1 年 9 月 1 0 日 か ら

前 売 ： 2 , 5 0 0円／ 2 0 2 1 年 9 月 ９ 日 ま で

リニューアルした公式WEBサイトについて

【公式WEBサイトの見どころ】

①特別展キュレーターの秋元雄史による、特別展の見どころ、作家紹介、

ディレクターや作家職人で構成されるチームのマッチング趣旨を掲載。

写真とともに、出展作家や展示予定の作品等について詳しくご紹介。

②特別展に出展予定の作家へのインタビューや対談記事等を掲載。

③北陸を旅しながら、特別なアート体験を楽しむための

おすすめの「モデルコース」を掲載。今後随時追加予定です。

【チケット購入】7月28日から前売り券発売開始
https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02x9wkepers11.html

https://goforkogei.com

※価格は全て税込価格です。

https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02x9wkepers11.html
https://goforkogei.com/

